



ブラザー ズ ・ クエイ (1947- ) (l)の作品は 「東欧的なもの」を抜きにして語るこ
とはできない。 ここではその「東欧的なもの」が具体的にどのようなものであるの
か、 あるいはどのようなものとしてあるのかを検証していきたい。 「東欧的なもの」
というのは、 はなはだあいまいで、 漠然とした表現だが、 さしあたり明確には定義
せず、 東欧にかかわるもの、 東欧を連想させるもの、 東欧をイメ ー ジさせるものと
いったくらいの意味あいで考えておくこととする。
東欧の作家・芸術家の想像力
まずははっきりとそれとわかる事例として、 東欧の作家 ・ 芸術家の作品が原作と
なっている、 あるいはそこから原案が採られているというような、 作品が明らかに
東欧の想像力にもとづいているものをみておくことにしよう。彼らの代表作のひと
つ『ストリー ト ・ オブ ・ クロコダイル』(1986 、 以下『クロコダイル』 と略記）がポ
(1) 商業的な上映、 DVDリリース、 あるいは書籍出版などで採用される名称を 「正
式」なものとみなすなら、 この兄弟の「正式」な日本語表記はいまのところ 「ブラ
ザー ズ ・ クエイ」と「クエイ兄弟」に二分されている。 もともとは「ブラザー ズ ・
クエイ」 として紹介され (1988 年のイメ ー ジフォ ーラム・ フェスティバルと1989
年のシネ ・ ヴィヴァン ・ 六本木での上映によって）、 それが定着していたといってい
い。ところが、2016 年から2018 年にかけて全国を巡回した彼らの展覧会はタイト
ルを 「クエイ兄弟 ファントム・ ミュ ー ジアム」といい、 それまではいわば通称と
してもちいられてきた呼び名を正式名称に格上げした。 たしかに日本語表記として









ーランドのユダヤ系作家プルー ノ ・ シュ ルツ (1892-1942) の同名の短編小説ー一
さらにいうならそれを収めた短饂集『肉桂色の庄』、(1933) 一ーを原作としている
ことは確認するまでもないだろうが、 彼らの活動の中心にある映画だけをみても、
東欧の想像力にもとづく作品がほかにもいくつもある。 たとえば 『イー ゴリーーパ
リでプレイエルが仕事場を提供していた頃(1920-1929) 』 (1982) は、 ロシアの作
曲家イー ゴリ ・ ス ト ラヴィンスキー (1892-1971) のドキュ メ ンタリー映画であり、
そこではフランスの画家ジャン ・ コク ト ーとロシアの詩人ウラジー ミ；レ ・ マヤコフ
スキーの交流が描かれている。 もう1 本東欧の作曲家のドキュ メ ンタリー映画があ
り、 タイ ト ルを『レオシュ ・ ヤナー チェク�,C,,O)Ji1U (1983) という。 あっかわれ
ているのは、いうまでもなくボヘ ミア／チェコを代表する作曲家(1854-1928) だ。
チェコといえば、 映画監督 ・ 芸術家ヤン ・ シュ ヴァンクマイエル (1934 - ) にオマ
ー ジュ を捧げる作品『ヤン ・ シュ ヴァンクマイエルの部屋』 (1984) も制作してい
る。 以上はいずれも比較的初期の作品であり、 これらのあとにつづくのが、 ブルー
ノ ・ シュ ルツに触発されて制作した『クロコダイル』 だった。2016 年に日本で初め
ての大規模な回顧展が催されたときにつくられた書籍＝図録のフィルモグラフィに
よれば(2)、1979 年の映画デビュ ー作『人工の夜景 欲望果てしなき者ども』 から






ーランドの作家プルー ノ ・ シュ ルツがそのひとりで、 彼が残したふたつの連作短編
集のうちもう一方の『砂時計サナトリウム』(1937) も映像化している。厳密にいえ
ば、構想されている長編映画のパイロット版だが、いずれにせよ、タイ ト ルには『ブ
ルー ノ ・ シュ ルツ「砂時計サナ ト リウム］』 (2006) という、 そのものずばりのもの
が付けられている。 ブラザー ズ ・ クエイはシュ ルツの国ポーランドで育まれる芸術
的想像力にはとくに関心があるようで、 シュ ルツ以外にもさまざまな創り手の作品
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を着想の源泉としている。 とくに後期の作品にその傾向が強くあらわれており、 そ
のひとつに『痕跡の目録 ワンツト宮殿のヤン ・ ポト ッキ』(2008) がある。 ヤ
ン ・ ポトツキ(1761-1815) が 有名な幻想枠物語『サラ ゴサ手稿』(1804) を著わし
たポーランド貴族のことであることがわかれば、 彼らがどこからインスピレーシ ョ
ンを得ているのかが容易に想像がつく(3)。 ポーランド文学とのつながりといえば、
SF作家として著名なスタニスワフ ・ レム(1921-2006) の短編小説『仮面』(1976)
を原作として、 同名の短編映画(2010) も制作している。 この映画ではポーランド
の作曲家クシシュ トフ ・ ペンデレッキ (1933- ) の音楽が使われていることにも注
意 を払っておこう。 彼らの映画においてペンデレッキの音楽が使われるのはこれが
初めてではなく、 最初期にフランツ ・ カフカ(1883-1924) の短編小説『兄弟殺し』
(1917) を原作として制作した、 同名の短編映画(1980) でもその音楽が使われて
いた。 ところが、 アメ リカでのカフカの翻訳権とペンデレッキの音楽の 使用許諾を
得ていなかったために非公開になったという。
ブラザー ズ・ クエイの映画とポーランド音楽との関係は深く、 たとえば『ウィト
ルト・ ルトスワフスキ 弦楽四重奏曲』(2013)は、 タイトルがはっきりと示して
いるように、 作曲家ヴィトルト ・ ルトスワフスキ(1913-1994) の作品を直接の素材
として制作されている。 このようなかちで作曲家ないし音楽作品を題材にしている
わけではないが、『クロコダイル』 から始まる、 作曲家レシュ （レシェク ）・ ヤンフ
スキ(1956- ) とのコラボレー シ ョンもここで思い出しておいてよいだろう。『失わ
れた解剖模型のリハー サル』(1988) 、『櫛（眠りの博物館から）』(1990) 、『人為的
な透視図法、 またはアナモルフォ ーシス（歪像）』(1991) 、 そして最初の長編映画




プラザー ズ ・ クエイの映画とポーランド ・ アートのかかわりはひとまず以上のと
(3) 『サラ ゴサ手稿』 はポーランドの映画監督ヴォ イチェフ ・ イエ ジー ・ ハス(1925-
2000) によって映画化されており(1965 、 邦題『サラ ゴサの写本』）、 ハスはまたシ







れたように、 最初期の映画『兄弟殺し』 はカフカ作品を原作としている。 執筆言語
がドイツ語であるせいか、 しばしばそのことが忘れられているようだが、 カフカも
ボヘ ミア （チェコ） の作家であり、 その意味ではこの文脈で取り上げてもなんら不
都合はない。カフカといえば、 もっともよく知られている作品に『変身』(1915) が
あるが、 この小説にもとづく同名の映画(2012) も制作しており、 そこでもヤナー











フ ァ ン タ ス テ ィ ッ ク
の質問にたいして、 「まさに風変わりで幻想的なものだからだと思います ( I think 
it's just in terms of the fantastic.) 」と答えてからほぼつぎのようにつづけている





サ イ コ ロ シ ー
いることがわかる。ドイツの〈黒い森〉の向こう側からやってくる心理的なものや
(4) "Archive Interview [2000]."映像の冒頭に表示される説明によれば、 「フランス
の批評家イヴ・ モンマイユールによるこのインタビュ ーは2000 年2月11 日 、 パリ
の人形博物館で録画された」という。 いくぶん唐突に この部分だけを観ると一
- 「人形」が話題にされるのはその場所ゆえのことだろう。なお、 「 中欧Jと「東欧」
の 使い方 （使い分け） にはときに微妙な問題がふくまれてくるが、 ここではさしあ
たり同義とみなすこととする。 インタビュ ーをみるかぎり、 ブラザー ズ・ クエイも
両者を意識的に区別するようなことはしていない。
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暗閤のほうが深みがある。森のなかに深く入り込めば入り込むほど、 暗闇も増して
いく。 われわれが探したのはこの想像上の森 (mythic forest) であって、 地図上の
森ではなかった。森が地図のどこにあるかは興味がない。 それは地図には載らない
森だし、 載せている地図もない。 興味があるのはそちらのほうだ。� うに




わかれば、 ひとまずよしとしておこう。 かりにそれが、 あちら側のよく知らない文
エキゾチズム
化、 馴染みのない文化、 そうしたものにまつわる異国趣味だったとしても、 彼らが
比類のない作品をつくり出すことに役立っているのであれば、 そこには何の問題も





れは始まる。 いわく、 ひとつはフィラデルフィアで生まれたがゆえにアメ リカ、 も
うひとつは仕事をしているイギリス。 「しかし、 見方によれば、 あなたがたの想像力
は中欧のものです」。これをうけて彼らは、 カフカの日 記があの時代の精神病ともい
うべきものの豊かな宝庫の扉を開いてくれたと語り始める。 そして、 南米や日本の
フ ァ ー スト ー ハンド
文学も知っているが、 「ポーランド、 チェコスロヴァキア、 ロシアはじかに体験して
知っている。 その文学、 音楽、 演劇、 映画をとてもよく知っている。 とても自然に
感じられるし、 とてもしつくりくる。ときにアメ リカ映画よりもしつくりくるよう














にはまだ「鉄のカーテン」 の向こう側でもあった。 あえていうなら、 「東欧の魅力」
にはこうしたことが寄与した部分も少なからずあったことだろう。 異論や反論が容
易に想像される、 紋切り型にもとづく見方ではあるが、 これは実際にはたいへん重





心に目を阿けると、 そのまま彼らの（作品の） ある種の特徴、 特質を説明する手が
かりになっているように思える。







あるともいえる人形たちの世界、 影（光というよりも） の効果的な使用、 歪んだ遠
近法など一ーは、 まさにその傾向、 その感覚に重なってくるものだ。 そしてもちろ








おかなければならない。 とするならば、 それは贖りであるといっておきたい。 クエ
イ作品が帯びている贖り。 もう一歩踏み込んでいうなら、 それはおそらく「歴史」
に結びついていくことだろう。 「東欧的なもの」（あるいは「ヨ ーロッパ的なもの」）
がブラザー ズ・クエイの作品にもたらしているのは、 こうした歴史の騎り、 そして





クエイ作品のアメ リカでの配給を手がけているツァイトガイスト ・ フィルムズ社
のウェブサイトには以前彼らを紹介するペー ジがあった。略歴、フィルモグラフィ、
作品紹介といった一般的な情報とともに、 「Influences 」 なる項目もそこでは設けら
れていた。 ふつうに考えれば「影響を受けた作家 ・ 作品」のことだろう。 興味深く
思いながらみてみると、 「2003 年4月、 ヴァー ジニア小卜1リッチモンドで開催された
ジェイムズ ・ リヴァー映画祭で、 プラザーズ ・ クエイは自分たちの作品に影響を及
ぼした一連の古典的アニメ ー シ ョン映画の上映企画を立てた」という説明がなされ、
以下のような作品があがっていた （制作年はウェブペー ジにしたがう）。
ヴワディスラフ ・ スタレーヴィチ『マスコット』 (1934)
チャーリー ・ バウアー ズ『イッツ ・ ア ・ バード』(1932)
チャーリー ・ パウアー ズ『ワイルド ・ オイスターズ』(1941)
アレクサンドル ・ アレクセイフ『鼻』(1963)
ヤン ・ レニツァ『A』 (1964)
イジー ・ トルンカ『手 』(1965)
ヤン ・ シュヴァンクマイエル『ジャバウォッキー』 (1972)
ユーリ ・ ノ ルシュテイン『霧の中のハリネ ズ ミ』 (1975) (5) 
このうちチャーリー ・ バウアーズ(1889-1946) は、チャールズ ・ チャップリン(1889-
1977) と同時代を生き、 同じようにスラップスティック ・ コメ ディを制作していた
映画人で、 そのかわたらですぐれたアニメ ーシ ョン作品もつくっていた。 チャップ
リンは映画史に燦然と輝く「喜劇王」 として名声を確立したが、 バウアー ズはいつ
の間にか忘れられていたようなところがあり、 再評価はようやく 21 世紀に入って
からだった。 現在から振り返ると、 プラザーズ ・ クエイがバウアー ズ作品を2 本選
んでいるのはまさにそうした気運のなかでのことだったということになる。
<5J "Links (The Br others Quay)." 
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さて、7 作家 (8 作品）からなるこのリストのうち、 バウアー ズ以外のアニメ ーシ
ョン作家が全員 、 東欧出身であるのは、 これまでの議論を踏まえたうえでみるとじ
つに興味深い。 ひととおり確認しておくと、 まず、 ヴワディスラフ ・ スタレーヴィ
チ (1892-1963) はロシア生まれのポー ランド人で、 人形アニメ ー ションの先駆者
のひとりとして知られている。はじめはロシアで活動し、その後フランスヘ渡った。
『マスコット』 ( TheMscot) はフランスで制作された作品 （フランス語タイトルは
Fetiche Mascotte) で、 ときに『悪魔の舞踏会』( The Devil's Ball) と呼ばれること
もある。 その別名のとおり、 悪魔が主催する奇怪で異様な舞踏会を描くグロテスク
な場面がとくに 有名で、 テイ ム ・ バートンの『ナイトメ アー ・ ビフォ ア ・ クリスマ
ス』 に大きな影響をあたえたともいわれている。 つづくアレクサンドル ・ アレクセ
イエフ (1901 -1982) はロシアで生まれ、 フランスで活殷したアニメ ー ション作家
であり、 ピンスクリーン ・ アニメ ーション—一ー無数のピンを立てたスクリーンに斜
め横から光をあて、 その影によってできる絵を動かしていくアニメ ーションの手法




ヤン ・ レニツァ (1928 -2001) はまず1950 年代から1960 年代にかけてポーラン
ドで興 隆したポスター芸術の動き＿ポスターの「ポーランド派」と呼ばれる
のなかでデザイナー ・ ドローイング画家として活躍した。 ポーランドでは1950 年
代後半 1956 年の 「雪解け」 以後 アニメ ー ションも転機を迎え、 自由な発想




侵入し、 居着いてしまった文字「A」を男がどうにか追い出すと、 つづいて「B 」
がやって来るという物語が展開する。
イジー ・ トルンカ (1912-1969) はチェコ（スロヴァキア）の人形アニメ ーション
の巨匠であり、チェコスロヴァキアの「国民芸術家」の称号も授けられている。『手』
もレニツァの『A』 に似た一種の不条理もので、 こちらでは大きな手が部屋へと侵
入し、 その住人の男は戦うが、 最後に敗れて死んでしまう。 同じくチェコ （スロヴ
ァキア） のシュ ヴァンクマイエルはさま ざまな芸術ジャンルで独自の美学にもとづ
く作品を作りつづけた芸術家で、 アニメ ーションでも大きな足跡を残している。『ジ
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ャバウォ ッキー』 はルイス ・ キャロルの『鏡の国のアリス』 に出てくるナンセンス
詩「ジャパウォッキー」 を原案とする作品で、 立体のアニメ ーシ ョンを基調にさま
ざまな手法がもちいられている。 日本ではとりわけ 1990 年代半ば以後チェコのア
ニメ ーシ ョンがわりと注目を集めることがあり、 「チェコアニメ 」なる表現がときに
ひとつのカテゴリー （芸術的というより、 商業的といってよいような） を意味する
ほどになった。 トルンカとシュ ヴァンクマイエルの作品は、『手』 と『ジャバウォッ
キー』 もふくめて、 ほとんどが上映され映像 ソ フ ト 化された。 すでにみたとおり、
ブラザー ズ ・ クエイはシュ ヴァンクマイエルにオマー ジュを捧げる作品も制作して
いる。
ユーリ・ ノ ルシュ テイン ( 194 1- ) は現代のロシアを代表するアニメ ーシ ョン作
家であり、 切り絵アニメ ーシ ョンの手法を駆使した作品は日本でも人気が高い。『霧
の 中のハリネ ズ ミ』 は、 夕暮れの霧のなかで迷子になったハリネ ズ ミの姿を詩的に
描く作品で、 この種のアニメ ーシ ョンのなかではもっともよく知られているものの
ひとつとなっている。『鼻』 を映画化したア レクセイフと同様に、 ノ ルシュ テインも
ゴー ゴリの小説 の原作とする映画を制作しようとしている。 作品は『外套』 で、 す
でに30 年以上にわたってつくりつづけているという。
以上が、 ブラザーズ ・ クエイ自身が 「自分たちの作品に影響を及ぼした古典的ア
ニメ ーシ ョン映画」として選んだ作品（とそれをつくった作家たち） であり、 くり
かえしていえば、8 作品 (7 作家）のうち6 作品が東欧の作家 (6 作家）によってつ
くられたものだった。 プラザーズ ・ クエイの芸術においてもっとも大きな場所を 占




事実、 彼らは東欧の作家にアニメ ー シ ョン映画のつくり方を学んだのだった。
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示している名前、 ポスターをデザインした者の名前を調べていき、 そうすることで
さまざまな作家、 音楽家、 楽曲をみいだしていっ た。 末知の文化の探求が始まり、
それによっ て新しい世界が開けていっ たということだ。その調査を通して、 彼らは
ポスターのデザイナーとして知っ たレニツァとボロフチクがアニメ ー シ ョン映画を
制作していることも知るにいたる。最終学年が近づいたころ、 とくにレニツァとボ
ロフチクの切り絵アニメ ー シ ョン映画を観たことから、 アニメ ー シ ョンにも興味を
持つようになった(7)。 ボ レックス（カ メ ラ ） を借りて、 部屋で映画を数本つくつて
みたという。
卒業するとき、 ロン ドンのロイヤJレ ・ カ レッジ ・ オプ ・ アー ト （王立美術院、 以
下 RCA と略記 ） から来ている客員教授に、 RCA に出願し、 イラス ト レー シ ョンの
勉 強をつづけてはどうかと勧められる。関心があるなら映画を学ぶことも可能だろ
うとのことだっ たので、 ポー ト フォリオを送っ たところ入学を許可された。 こうし
てヨ ーロッパヘ行くことで新しい 冒 険が始まることになっ た。RCA で実際には学科
を変えることはできなかっ たものの、 イラス ト レー シ ョンを学ぶ一方で、 自力で短
編映画を3 本つくることができた。映画科の人びとに週末にボレックスを貸しても
らい、 切り絵アニメ ー シ ョン映画を夢中になっ て撮っ たのだっ た。 しかし映画制作
はそこでいっ たん区切りとなる。
イギリス留学を終えて、 アメ リカに帰 っ た兄弟は数年間かけて借金を返済しよう
とし、 皿洗いなどもしていたという。 それを知 っ たアムステ ルダムの友人が、 ここ
で皿洗いをしてもいいのではないかと誘うと、 双子はそれにのっ た。 オランダに向
う途中、 RCA でいっ しょに学び、 当時ブリティッシュ ・ フィルム・ インステ イ テュ
ー ト ではたらいていたキース ・ グリフィスを訪ねると、 実験映画の資金援助を 申 請
してみてはどうかと勧められた。 実験映画はつくらない、 と答えるクエイにグリフ
ィスはそれでも何か 申 請してはどうかと勧める。 「何か実験的なものについて考え
が浮かぶとすれば、人形アニメ ー シ ョン映画をつくつてみることかもしれない」。双
子がこう答えると、 グリフィスは脚本を書くようにという。 数日 でざっ と梗概を書
いて、 ふたりは出発した。 オランダに渡っ た彼らは、 ほうぼう旅行して歩き、 各地
で人形にふれる機会をもっ た。 たとえばブリュ ッセルで〈ト ーン人形劇場〉を観た
ことが大きな刺激になっ たというし、ウィーンでは20 世紀初めに活躍した人形師 ・
(7) ポーランドのポスター芸術がブラザーズ ・ クエイにとっ てどの よ うな意味を持
つのかについてはべつのところで論じたことがある（赤塚「ブラザー ズ ・ クエイと
ポーランドのポスター芸術」）。
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人形つかいのリハルト ・ テシュナー(1879-1948) の人形に出逢い、 その美しさに感
銘を受けたという。またこのころトルンカとスタレー ヴィ チを観たらしい。
そんな経験をしながら半年が過ぎたこ ろ 、 グリフ ィ スから、 お金ができたからも
どってくるようにという連絡が入る。 「さあ、 実験映画をつくるんだ、 実験的な人形
アニメ ー シ ョ ン映画だ」 。 そこで彼らは人形アニメ ー シ ョ ン映画のつくり方を解説
した本をさがした。ところが当時はそういったものはどこにもなかった。 そうこう
しているうちに、 トルンカと仕事をしていたチェコの女性 と 出逢い、 い ろいろと教
えられることとなる。 そのうえさらに彼女は映画制作中のトルンカをとらえたドキ
ュ メ ンタリーも観せてくれた。 その後彼らは失敗を重ねながら自力で人形アニメ ー
シ ョ ン映画の技法、 つくり方をみつけだしてきたのだった。
人形アニメ ー シ ョ ン映画に出逢い、 それをつくりはじめるまでのことを振り返っ
て、 ブラザース ・ クエイは以上のように述べている。 これが事実なら、 レニツァと
ボロフチクのおかげでアニメ ーシ ョ ン映画に出逢い そして切り絵アニメ ーシ ョ
ンを試みることができ 、 トルンカから人形アニメ ーシ ョ ンの技法を学んだと考
えることもできるのではないか。 このように 「師」ともいうべきレニツァとトルン
カの作品からは 2003 年の映画祭での上映企画のためという条件がつくとはい
え 影響を受けた作品として『A』 と『手』 をそれぞれ選んでいる。 このような
背景をふまえて、 さきほどのリストをみれば、 この2 作品についてはほかとは少し
ばかり違った意味あいを帯びているように思えることだろう。なお、2006 年に制作
された彼らの『ブルー ノ ・ シュ ルツ「砂時計サナトリウム」 』 のクレジット ・ タイト
ルには「ボロフチクヘのオマー ジュ 」 という言葉も出てくることを言い添えておこ
う。
ポーランド体験





のちに彼らがつくる作品にはさまざまなかたちで反映されている。 ブラザー ズ ・ ク
エイとポーラン ドとのつながりにおいてキーパー ソ ンとなるのは、 のちにグラフ ィ
ック・ デザイナーとして名を成すアンジェイ ・ クリモフスキ (1949- ) であり、 彼
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らのポーランド体験についてはそのクリモフスキとの出逢いから話を始めなければ
ならなし ＼
クエイ兄弟がロンドンの RCA へと留学したのは1969 年から1972 年にかけての
ことだっ た。 卒業制作展のさい、 ということは留学生活の最後の最後に、 当時ロン
ドンのべつの名門美術大学、 セント ・ マーティンズ ・ スクール ・ オプ ・ アートで彫
刻とペインティングを学んでいた (1968 -1972) クリモフスキと出逢っ た(8)。彼らは
すぐに意気投合し、 手紙のやりとりをするようになる。 卒業後、 クエイ兄弟はアメ
リカヘ帰国するが、 クリモフスキ イギリス生まれだが、 両親はポーランド人だ




アカデ ミーに在籍し、 ヘンリク ・ トマシェフスキ (1914-2005) のもとでポスター ・
デザインを、 カ ジ ミェシュ ・ ウルバンスキ (1929-2015) のもとでアニ メ ーシ ョン映
画を学んだ。 トマシェフスキは 「ポーランド派」ポスターのリーダー的存在だっ た
人物で、 当時すでにその分野の重鎮だっ た。 ポスター ・ デザイナーでもあっ たレニ
ツァとボロフチクが道を開いたポーランド ・ アニ メ ーシ ョンは、60 年代に入ると質、
量ともにピークに達し、 黄金時代を迎えたと考えられている。 そのポーランド ・ ア
ニ メ ーシ ョンの黄金時代を支えた作家のひとりがウルバンスキだ っ た。 それぞれの
領域の一流の作家に学んだクリモフスキはその後もポーランドに留まり、 ワルシャ
ワ、 クラクフ、 オポーレ、 ウッチの文化機関のためにポスターをデザインし、 主要
な出版社の本の装帳を手がけた。デザイン以外に映像制作も行なっ ている（『死んだ
影』、 、 1980) 。1980 年になっ てイギリスにもどり、 その後1983 年から2016 年ま
でブラザーズ ・ クエイの母校、 RCA でイラストレー シ ョンを教えていた。その後は
ワルシャワのポーランド日 本情報工科大学の客員講飼も務めている。
さて、 1973 年からワルシャワ芸術アカデ ミーで学び始めたクリモフスキはポー
ランドを訪れるようにクエイ兄弟を誘い、 彼らはその招待に応じて、1974 年夏にポ
ーランドを訪間している（図1 ) 。 訪問はその1 回に留まらなかっ た。1987 年まで
www.k lim owski .c om) (8) クリモフスキについては 作家のウェブサイト (htt ps ://
のほか、 以下の文獣を参考にしている Care ls, e d. ,  The Quay Brothers, 16 ; 
Klim owski , Klimowski Poster Book. ブラザー ズ ・ クエイのポー ランド体験につ
いては前者の文献でくわしくあっかわれている。
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のあいだに何度も、それも映画用カメ ラを携えてポーランドヘと赴き、ワルシャワ、
クラクフ、 ウ ッ チ、 ポズナン、 ヴロツワフ、 オポレといった街を旅しながらさまざ
まな情景をフィルムに収めた（図 2) 。 そこに映し出される建物、 鉄塔、 アンテナ、
シ ョーウィンドウ、 街灯、 路面電車などは、 ち ょうど同時期 (1974 -1977) に彼らが
描いた一連の 「 黒のドローイ ング」の主要なモチーフとなっており、 「 黒のドローイ
ング」はその後の映画を予告するかのようなイ メ ー ジをいくつも提示している。た
とえばドローイ ング 《大聖堂のなかを走る路面電車》 (1974 -1977 頃）（図 3) (9)に
は、 タイ ト ルからもわかるように路面電車が描かれており、 その後つくられた映画
『人工の夜景』のなかでも路面電車が大聖棠のなかで走っている（図4) 。また 「 黒
のドロー イ ング」のなかで描かれる、 闇が支配する夜の情景の数々は『クロコダイ
ル』の物語世界を予示しているといってよい。その『クロコダイ ル』のクレジ ッ ト ・
タイ ト ルに出くる、 「謝意 ( Ackn owle dgements) 」 を伝えるための名前の一覧には
アンジェイ ・ クリモフスキの名前も記されている。 いまとなれば、 その理由も 容易
に想像することができる。 このようにポーランドはクリモフスキを介してブラザー
ズ ・ クエイ と直接つながることとなり、 その文化はやがて彼らにとって欠くことの
できない、 このうえなく大きく深いイ ンスピレーシ ョンの源泉となっていった。
ブラザー ズ ・ クエイ と東欧文化のかかわりがどのようなものなのかをこれまでみ






になったのではないかと思う。 それはプラザー ズ・ クエイ の芸術創造のある本質的
な部分が 「東欧的なもの」に深く根ざし、 それと不可分の閤係にあるということに
ほかならない。
(9) このドローイ ングの大聖堂のモチーフはチェコの写 真家カレル ・ プリ ッカ
(1894-1987) の作品から借りたもので、 そこに路面電車を描いている ( Care ls ,
e d. ,  The Quay Brothers, 49-50) 。
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